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【研 究主題】

学校生活への適応 を図 り、集 団の一員 としての 自覚 を深 める指導の工夫

1は じめ に

1研 究の背景 と主題設定の理 由

平成11年3月 、高等学校学 習指導要領が改訂 された。今 回の特別活動の改訂の要点 は、 国

際化 、情報化や科学技術の発展 な どに伴い 、社会が大 きく変化す る 中で 、「特 別活動 の特 質

を生か し、好 ま しい人間関係 の醸 成、基本的 なモ ラルや社会生活上 のルールの習得 、協 力 し

て よ りよい生活 を築 こうとする 自主的、実践的 な態 度の育 成、ガイダ ンスの機能 の充実 な ど

を重視す る観点 に立 ち」行われた ものであ る。

私 たちは、勤務校で接 している生徒の実態や教員(学 校)の 実態 を以下 の ように とらえ、

それ を踏 まえて課題 を設定する こととした。

【生徒の実態】

○

○

○

○

○

○

○

○

○

学校 に魅力 を感 じない生徒 がいる。

目の前の安易 さに 目を奪われて、不登校 に陥る生徒 もいる。

学校行事 に対す る積極性 に欠け、教員 の動機付 けに対 し生徒 が引いて しまう。

目立 った り、浮いて しまうことを極度 に嫌が る生徒 が多い。

ホームルーム内に名前 を知 らない生徒が いる。

他校 や出身中学校の友人関係が主で、学校内で友人 を作 ろ うと しない生徒 がい る。

人 とのかか わ りが苦手 な生徒 が多い。

目標 を もって生活 している生徒 は生 き生 きしてい る。

学校 を辞 めて、表情が明 る くなった生徒が いる。

【教 員(学 校)の 状況1

○

○

○

○

○

○

生徒 の 自主性 を引 き出す 「教員 と生徒」 や、「担任 と生徒」 の関係が希薄であ る。

目立たない生徒へ の対応が不足 している。

学校 行事 に取 り組 まない(取 り組めない)生 徒への対応 に苦慮 してい る。

自分の個性 が発揮 で きない と感 じている生徒 に、学校 と して どの ように組織 的 に取 り

組 んだ らよいのか悩 んでいる。

ホーム ルーム活動 に計画性が 乏 しく、事務連絡や行事指導の時間 になってい る。

学校行事 の指 導が教員主導型 か ら抜 け切れていない。

以 上 の よ うな 実 態 を踏 まえ 、 以下 の4点 に 課題 を設 定 した。

(1)生 徒 の 学 校へ の 適応 感 を ど う高 め るか 。

(2>集 団 の 一 員 と して の 自覚 を意 図的 、 計 画 的 に深 め 、人 間 関 係 を育 て る に は ど う した ら よ

い か 。

(3)生 徒 に基 本 的 な生 活 習慣 や社 会 規 範 を身 に付 け させ る に は どう した ら よい か 。
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(4)特 別 活動 へ の教 員 の か か わ りは ど うあ っ た ら よ酔 の か 。

こ う した課 題 を解 決 す る ため 、 私 た ち は次 の 仮 説 を立 て 、研 究 を進 め る こ と と した 。

【研 究の仮説】

(1)生 徒 自 身 が 、集 団 の 中で 「一 番 」 で な くて も、 「唯 一 」 で あ る事 を相 互 に 認 め 合 う こ

とに よ り、集 団内 で 自分 の 位 置 付 け を確 認 で き るの で は な い か。

(2)生 徒 一 人 一 人 が 明 確 な役 割 分 担 を もち 、そ の 任務 を実 行 し成 果 を上 げ る こ とで 、 集 団

のOと しての 自覚 を得 る こ とが で きるの で は な い か 。

(3)学 校 行 事 を行 う際 に は、教 員 が生 徒 と とも に、意 図的 ・計 画 的 に取 り組 む こ とに よ り、

生 徒 が 集 団 の 一 員 と して の 自覚 を深 め る こ とが で きるの で は ない か 。

(4)教 員 が 意 図 的 ・計 画 的 に生 徒 指 導 を行 う こ とで 、学 校 生 活 の 充 実 と向上 に 関す る 生 徒

の 自覚 が 深 ま り、 不登 校 や遅 刻 問題 へ の 指 導 効果 が 現 れ るの で は な い か 。

以上の仮説を実証するために、

「学校生活 への適応 を図 り、集団の一員 と しての 自覚 を深め る指導の工夫」

を研究主題 とした。

2研 究 の ね らい

(1)ホ ー ム ル ー ム活 動 にお い て 、生 徒 相 互 の 協 力 の 大切 さ を学 ぶ 。

(2)一 人 一 人 を大 切 に した ホ ー ム ル ー ム活 動 で 、 人 間 関 係 を広 げ た り、学 校 生 活 へ の 適 応 を

図 る。

(3)自 分 の 考 え を相 手 に伝 え 、 また相 手 を理 解 す る こ とで集 団の 中の 自分 を実 感 させ る 。

(4)目 的 達 成 の喜 び を他 人 と共 有 す る こ とで 、 集 団 の一 員 と しての 自覚 を うなが す 。

3研 究の方 法

(1)勤 務校 の生徒 の実態 を出 し合 うとともに、適応感等 に関す る先行研 究 を収集 し、高校 生

の現状 を把握す る。

(2)高 校生 の現状 を改善す るための指導法 を工夫 し、実践 を通 して検証す る。

(3)実 践研究 を下記の内容 とす ることとし、生徒の学校への適応 を図る指導 と集団の一員 と

しての自覚 を深め る指導内容や方法を工夫 し、その実証を試 みる。

実践事例1

実践事例2

実践事 例3

実践事 例4

ホームルーム活動 を通 じて文化祭演劇企画への取組み

面接週 間を活用 した遅刻指導

体育祭 に向けた応援団指導

各行事 のつなが りを大切 にするホームルーム指導

(4)特 別 活動 の取 組 み に よる生 徒 の意 識 の 変 化 を知 る た め 、取 組 み 前 後 に意 識 調 査 を行 い 、

そ の結 果 を分析 ・考 察 す る 。

(5)ホ ー ム ル ー ム活 動 な どを通 して 取 り組 ん だ特 別 活 動 につ い て 「自己評 価 」 を行 い 、 学 校

生 活 へ の適 応 や集 団の 一 員 と して の 自覚 が深 ま った か ど うか の 、実 証 授 業 を行 う。
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II先 行 研 究 の成 果 とア ンケ ー ト調 査 の結 果 及 び分 析

1高 校生の適応感 に関 する調査

(1)潜 在的 な不適応感

本研究 を進め るに当たって私 たちは、高校生の適応に関する先行研究を調べることとし、

私 たちの研究構想 に誤 りがないかを検証 した。

様 々な先行研究 を調べる と、学校不適応 の最大の原因が学校 にお ける教員や友人 との人

間関係であ ることが指摘 されていた。生徒 は人間関係でつ まず きなが らも、人間 関係 で支

援 され 、援助 されて生 きる力 をつけてい くと思 われ る。生徒 が学校 を続 けて行 くための重

要 な要素 である。

平成9年 度東京都教員研 究生研究報告書 の 「高校生の学校適応 と学校生活 にお ける人 間

関係 との関連 について」(都 立池袋商業高等学校 教諭 梶 由紀子)の 研 究 に よる と、

生活の乱 れや無気力か ら欠席や欠時 とな り単位修得困難 な生徒 が存在す る。彼 らは教 員 に

とって手がかか ると感 じる生徒 であ る。 しか し、彼 らは周囲 とのか かわ りの意識や 自分 に

ついて の意識が必ず しも強い否定で はない。他方 、教員 にとって手が かか らず 、欠席 も少

な く、成績 も悪 くない生徒 の方 が周囲 とのかかわ りの意識や 自分 につ いての意識が否 定的

であ り、 自己肯 定感が低 い傾向が ある。

また、「青年期の不適応徴候 を示す生徒の発見 と対応」(沖 縄県立美里工業高校 教 諭

新垣 ひろみ1999)の 研究の中に も、入試の倍率 も高 く、優秀 で 、 出席状 況 も良 く問題 な

どあるはず もない と思われる生徒 ほど実際 内面 に深い悩 みが あ り、不適応感 を もってい る

生徒 が多い とい う指摘 がある。

岩手大学教 育学部研究年報(1990)研 究論文の中には、「精神病 を伴 わ ない 、 長期 に及

ぶ無 気力 ・社会的 引 きこ もり状態の研究 に、初発症状 として不登校 な どの割合が高い と指

摘 されるな ど、学校不適応がその後の社会 的不適応 につなが るサ イ ンで あ る。」 と して い

る。 さらに、同年報 の研究論文(中 学生 の学校不適応 にお ける状態の検討1999)の 中で、

「学 校回避感情 を持っている不登校潜在群は欠席群 と同様 に約40%の 生徒 が学 校 での 集団

とのかかわ りや友 人関係 などに問題がある」 と している。「集 団体験 の不 足 が指摘 されて

いる現在 、生徒 同士 の相互作 用 を活用 した介入が求め られている」 と指摘 してい る。

以上の こ とか ら欠席群 と同様 に不登校潜在群の生徒 及び教員 にとって手間がかか らず、

学習 に問題 のない生徒 に も予想以上 に不適応感がある ことが分か る。 これ は私た ち教員 が

実際 に指導す る際 に忘 れてはならない視点 のひとつである。問題行動が表面化 してい る生

徒 にだけ 目が奪 われが ちであ るが、生徒一 人一人に関心を示 し、授業 ・学校生活の場 、そ

して特 別活動 の諸活動 な どにおいて、将来 の社会的不 適応 を防 ぐため に も意図的 ・計 画的

に教員 か ら働 きかけてい く指導の工 夫が大切である。

(2)都 立 高 校 の 中途 退学 者(全 日制 課 程)

平 成11年 度 にお け る都 立 高 等 学 校 中途 退 学 者等 の 調査 結 果 に よ る と 、 退 学 者 は4,530人

で あ る 。 こ れ はi校 当 た りの 平 均 退学 者 数 で21.8人 、対 生徒 比 率(退 学 率)で は3.2%に な

る 。前 年 度 と比 較 す る と、退 学 者 数 は689人 の減 少 、1校 当 た り平 均 退 学 者 が3.3人 、 退 学
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率 は0.4%の 減少 となってい る。

過去5年 間の都立高等学校の中途退学率 を見 ると、平 成7年 度3.3%、 平成8年 度3.6%、

平成9年 度3.6%、 平成10年 度3.6%、 平成11年 度3.2%と 、平均 ほぼ3.5%前 後で ある。この

中で特 に平成11年 度都立高等学校 中途退学者の理由別内訳 を見 る と、進路 変 更1,798人 、

学校生活 ・学業不適応1,591人 になる。両者合 わせて 中途退学者全体 の約75%に もなる。

過去5年 間の都立高等学校の中途退学理 由 「学校生活 ・学業不適応」 の占める割合 は次

の資料1・2の ようになる。

この資料 か ら読み とれることは、中途退学 者 の人数 は年度 に よ り増減 はあ る ものの 、

「学校 生活 ・学業不 適応」 の理 由による中途退学者 の占め る割 合が 平成8年 度 以 降年 々増

加 して いる。今後 さらに、高校 生活に不適応 を起 こ し、中途退学す る生徒 の構 成比が 増加

す ることが予想 され る。 こう した状況 を打開 してい くために、その要 因になって いる 「集

団体験の不足」 を学校生活の中で意図的 ・計画的 に補 ってい く必要が ある。本部会 で は特

別活動 を通 じて、生徒相互の関係や社会性の向上 をめ ざ した指導が更 に重要視 される よ う

に思わ れる。

資料1資 料2

邑
過去5年間における中途退学者理由「学校生活・学業不適応」の占める劉合

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平X11年

退学者数 5,316 5,430 5,31A x,219 4.53

この理由の欝 鰍 1,687 1,558 1,111 1,791 1,591

退学率 33 3.6 3.6 3.6 3.2

構成比(%) 31.7 28.7 32.3 343 35.1

2都 立 高 校 生 の 意 識 調 査

(1)目 的

特 別 活 動 の 取組 み に よ る、 高 校生 の 「学 校 生 活 へ の 適 応 」 と 「集 団の一 員 と しての 自覚 」

の 変 化 を調 べ る。

(2)方 法

高 校 生 の 「学 校 生 活へ の適 応 」 と 「集 団の 一 員 と して の 自覚 」 が 、特 別活 動 の前 後 で ど

の よ う に変 化 す る か 、 ア ンケ ー トを用 い て 調 べ た 。 質 問項 目の種 類 と項 目数 は以 下 の 通 り

で あ る 。

① 「学 校 生 活 へ の適 応 」 に 関す る質 問21項 目

② 「集 団 の一 員 と して の 自覚 」 に関 す る質 問 ・……・・16項 目 合 計43項 目

③ そ の他 の 質 問6項 目
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乎成L2{「.月 日

教育研究員特別活動部会一・伺

「高校生の意識調査 に関するアンケー ト」のお願い

私達,特 別活動郎会は,「学校生活への適応を図り,集 団の一員としての自覚を深める指導の工夫」を主贈

として研究しています。このアンケートは.HR活 動や学即 事等を通じて.みなさんの意繊の変化を層査し,

今後の有asなHR活 動や学校行事づくりに役立てていく為のものです.回 答に御協力ください.
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学校に行くのが嫁になることがありますか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

ズル休みをし」ヒいとaうことがありますか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

学校に迎剣することがありますか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

時同を守ることは大切だとaいますか?
①思う ②少し思う ③あまり思わない ④全然思わない

授婁をサポリたいと思うことがありますか?,
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

勉強酉に不安を`じることがありますか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

学校に来ても,早く鰺りたいと恩うことがありますか?

①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない
休み時閃など.軟室にいるのがつらいと恩うこteaり ますか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

友達闘価に不安を`じてい:rm?

①すごく感じている ②少しffiじている ③あまり感じていない ④全然感じていない
クラス響えをしたいとrう ことがありますか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

一人になりたいと墨うζとがめりますか?

①よくある ②時 あ々る ③atorcい ④全くない
鴫んだり,輌を壌したりしたくなることがありますか?

①よくbる ②時 あ々る ③あまりない ④全くない
勉強するのが鯨にな6こ とがありますか?
①よくある ②崎 あ々る ③あまりない ④全く)」い

何もしたくないと量うことがあり家すか〒
①よくある ②時 あ々る ③あ表りない ④全くない

盲毯を瀞めたいと5う ことaありますか?

①よくある ②時 あ々る ②あまりない ④全くない
飯もなくムカックことがありますか?
①よくある ②時 あ々る ⑳あまりない ④全くaい

学披行事(遺足・文化爺。体育集郷}に参加するのが百僻だと厘うことがありますか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

挙繋で8な くてもいいと墨うことがあり敦すかY
①よくある ②噂 あ々る ④あtonい ④全くない

はやく祉会AC4り たいと量うことがあり敦すか?

①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない
あなたは縄棄の夢について考えることがありまずか?

①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない
アルバイトをしたいとaうことがありますか?
①よくあるY!あ る ③あまりない ④全くない
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中学較生濤の方が.高校生活よりも良かったと思いますか㌣
①すごく思う ②少しaう ③あまり思わない ④全然思わない

高使生が化臆をしたり.髪を乗めたり風色することは,悪 いことだと塁いますか?

①思う ②少しEう ③あまり思わない ④全然思わない
高佼生の敷画・喫望は轟いことだと5いますか?
①君う ②少し6う ③あまり婁わない ④全然思わない

校屠を遷反することがあり塞すか?

①よくある ②蕗 あ々る ③あまりない ④全くない
先生に会ったと塵に,換Pを レ:*か?

①必ずする(21晦 す々る ③あまりしない ④全くしない
先生と誘をするの力唖側だと基うことがありますか?
①よくある ②qabる ③あまりない ④全くない

友違と断をするのが爾側だとaう ことがあり重すか?
①よくある ②時 あ々る ③あまntcい ④全くない

友達に会ったと倉に,換擾をレ震すか?

①必ずする ②時々 する ③あまりしない ④膣くしない
友逢との隔わりの中で,自分臼身壱素直に衰環で君ないことがありますか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

自分と考えが違う人がいてもいいと量うことがありますか?

①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない
自分の居G所がないように`じることがあり褒すか?
①よくある ②晦々 ある ③あまりない ④全くない

自分に自億がもてなくなることがあり蜜すか?

①よくある ㈱ あ々る ③あまりない ④全くない
人に昌力を.6・るいたくなることがあり裳すか?
①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない

伺か聖壊めなくてはならないと壷に,自分で嘱断で豊ないことがあり衷すか?

①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない
今の自分が,asし いとOじることがありますか?
①よくある ②晴 あ々る ③あまウない ④全くない

友連が繭彊っているのを見て,瞳動することがあり衷すか?

①よくある ②時 あ々る ③あまりない ④全くない
高較に入学してで書た友適と一緬に,何かやっていることがありますか?
①鯵蜘ある ②ゆしある ③あまりない ④全くない

高校吟代にやっておさたいと畢っていること炉.弼かめり2i†か?

①たくさんある ②少しある ③あまりない ④全くない
何か価み事があったとεに,桐綾する友人がいますか7
①紹構いる ②欧名いる ③あまりいない ④いない

人との約東聖eったと倉に."の 瀧臓を`じ衷すか7
①よく懸じる ②少し感じる ③あまり感じない ④全然感じない

人が園っているのE見て,助Kて あげたいと駈いtrか?

①eう ②少し思う ③あまり思わない ④全然恐わない
友違が繭彊っているのを見て,心から拾手をおくれますか?
①おくれa② 少しおくれる ③あまりおくれない ④4く おくrillい

ア ンケ ー ト用 紙 に は 、「学 校 生 活 へ の 適 応 」 に 関す る質 問 と 「集 団 の 一 員 と して の 自覚 」

に 関す る 質 問 が順 不 同 に並 べ て あ る。 また 、 「学校 生 活 へ の適 応 」 また は 「集 団 の 一 員 と

して の 自覚 」 には直 接 関係 は ない が 、 ホ ー ム ル ー ム担 任 と して ホ ー ム ル ー ム 運営 上 、 参 考

とな る質 問 を6項 目付 け加 え た。

(3)実 施 方 法

1校 につ き1ク ラス を対象 に 、2度 ア ンケ ー トを実 施 した 。1度 目の ア ンケ ー トは 特 別

活 動 の前 に 、 そ して2度 目の ア ンケ ー トは特 別 活動 の後 に実 施 した。 ア ンケ ー トは2度 と

も同 じもの を使 っ た。 ア ンケ ー ト実施 該 当校 は3校(全 日制 課程)で あ る 。 そ れぞ れ の 学

校 の特 別 活動 内容 とア ンケ ー トの 実 施 時期 は下 記 の とお りで あ る 。

学校 生徒数 ア ンケー ト① 特別活動内容 アンケー ト②

A校 35名 9月 文化祭の演劇指導 11月

B校 29名 9月 面接週間を利用した遅刻指導 11月

D校 41名 9月 水泳大会、体育祭、文化祭 11月

(4) 点数化

1つ の質問事項 に対 して4つ の答 え (選 択 肢)を 用 意 し、 点 数化 した。

(例)学 校 に行 くのが 嫌 に な る こ とが あ ります か?

① よ くあ る(0)② 時 々あ る(1)③ あ ま りない(2) ④全 くない(3)

この よ うな 点 数 化 に よっ て 、 ホー ム ルー ム での 「学 校 生 活 へ の 適 応 」

しての 自覚 」 の 達 成 度 を、 そ れぞ れ 百 分 率 で算 出 した 。

と 「集 団 の 一 員 と
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ア 「学校生活へ の適応」 に関す る質問項 目例

QO1学 校 に行 くのが 嫌 に な る こ とが あ ります か?

QO2ズ ル休 み を したい と思 う こ とが あ ります か?

イ 「集 団の一員 としての 自覚」 に関す る質問項 目例

QO4時 間を守 る ことは大切 だと思い ますか?

QO9友 達 関係に不安 を感 じてい ますか?

ウ その他 の質問項 目例

QO6勉 強面 に不安 を感 じるこ とがあ りますか つ

3考 察

(1)ア ンケ ー ト結 果

適応 ・自覚の達成度c%)

鰹==7______rく
「集 団の一員としての 自覚」 二　 灘笏伽轍 鵜 伽 鵜 灘523631

0102030405060708090iOO

　
「学校生活への適応」 慨 拗 勇伽 吻灘 繍 灘%"9.9illi

「学校生活への適応」 伽%勿 灘 鰯 勿燃 勿吻 綻3 …

m「 集団の一 員としての自覚」 協脇%撒 笏吻獅 拗 砺脇 多伽 伽 勿6363:{

「学校生活への適応」 纏%//%%//%粥 形髪灘 騨 勿づo'.s
》巳.》

O「 集団の一員としての自覚」 繍%粥 鵜 雛"笏%撒%撒 脇 脇 二623i1
.4 …

Cホ ームルーム活動前 ■ホームルーム活動後1

(2)ア ン ケ ー ト結 果 の 分 析

夏 休 み 明 けの2学 期 は、 どの 学 年 で も中 だ る み の時 期 と言 われ て い る。 この 時 期 の 特 徴

と して 、 学 習 意 欲 の 低 下 や 基 本 的 生 活 習慣 の乱 れ な どが 、 時 間 とと もに増 加 す る傾 向 に あ

る。 そ の 結 果 と して 、生 徒 の 学 校 へ の適 応 感 が低 下 した り、集 団 の 一 員 と して の 自覚 が 薄

れ て き た りす る。 そ こで 、 意 図 的 に学 校 行 事 や ホ ー ム ル ー ム活 動 を行 う こ とで 、 学 校 生 活

の 充 実 と向 上 に関 す る生徒 の 自覚 が深 ま り、集 団 の一 員 と して の 存 在 感 を得 る こ とが で き

るの で は ない か と、 研 究 の 仮 説 を立 て 実践 した 。

そ の 結 果 、上 記 の グ ラ フの 数 値 か ら、 各校 と もホ ー ム ル ー ム活 動 の 前 と後 とで の 「学 校

生 活 へ の 適 応 」 と 「集 団 の 一 員 と して の 自覚 」 の達 成 度 は ほ とん ど変 わ って い ない 。 本 部

会 で は 、 この こ とにつ い て 特 別 活 動 の取 組 み に よっ て 、学 校 へ の 適 応 が 図 られ 、 集 団 の 一

員 と しての 自覚 を維 持 す る こ とが で きた と考 え て よいの か 、議 論 と なっ た 。

研 究 の 仮 説 が 甘 か っ たの で は ない か 。調 査 の 時期 に問 題 は なか った か 。2学 期 とい う時

期 を考 え る と、 十 分 で は ない にせ よ一定 程 度 の効 果 が あ っ た と見 る こ とが で き るの で は な

い か 。 等 々で あ る。 今 後 更 に研 究 を深 め て い く必 要 が あ る。
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田 実践 事例

実践 事例1生 徒 一人一人が積極的 に仲 間 とかかわることによって

集 団の一員 としての 自覚 を深める指導の工夫

一 ホームルーム活動 を通 じて文化祭演劇企画への挑戦 一 一

1学 校の実態

A校 は今年度で創立24年 目を迎 え、ここ数年 は中学生の減 少の影響 を受 けて、受験生 の ほ

ぼ全員が 入学 してお り、様々な悩 みを抱えている。そ んな中で"再 生"を か けて 、2年 前 に

は制服 を一新 し、学校行事 な どを通 して生徒一 人一人が学校 に対す る帰属意識 を持 ち、生 き

生 きと した学校生活 を送れる ように生徒 と教員が ともに努力を している ところであ る。

2生 徒の実態 と指導のね らい

A校 の1年3組 には、明るい生徒が多いが、仲良 くなった一部 の仲間以外 には積極的 にか

かわろ うと しない傾向がある。また、少々面倒 だった り困難 なこ とに対 して、果敢 に立 ち向

か うチ ャ レンジ精神 もやや乏 しい。 この ような実態 を少 しで も打 開す るため に、文化祭 に臨

む に当た って、下記の ような 目標 を設定 した。

目 標 ① 積 極 的 に多 くの仲 間 とか か わ り協 力 し合 え る。

② 各 自が 自分 を生 かせ る場 で 責任 を全 うす る。

③ 臆 す る こ とな く、 自分 の 力 を 発揮 で きる(自 己表 現 で きる)。

④ リー ダ ー シ ップが とれ る よ うに な る。

3ホ ー ムル ー ム担 任 の 文 化祭 に対 す る思 い

や る か らに は全 員 参 加 で 臨 ん で感 動 して 終 わ りたい 。 全 員 で協 力 し合 い なが ら、思 い 出 に

残 る もの に した い。 そ して 、上 記 の よ う な 目標 も達 成 した い 。 そ れ に は 「演 劇 」 が よい の で

は ない か思 っ た。 た だ し、 ホ ー ム ル ーム担 任(以 下 、 「担 任 」 とす る)の 一 方 的 な押 し付 け

に な ら ない よ う に配 慮 を心掛 け 、 ア ンケー トとそ の結 果 をホ ー ム ル ー ム通 信 に載 せ て発 表 し

なが ら慎 重 に提 案 まで こ ぎつ け て い った 。

4取 組 み

(1)文 化 祭 へ の取 組 み"フ ァ ー ス トステ ー ジ"ス タ ー ト1ど ん な文 化 祭 に した い?

まず 第 一段 階 の ア ンケ ー トで 、文 化祭 に対 す る抱 負 や 期待 感 、 成功 させ る た め に必 要 な

こ と な ど を調 査 した 。結 果 は担 任 の ほぼ 願 い どお りで 、 比較 的多 くの生 徒 が 文 化 祭 に対 す

る しっか り した 自覚 と意識 を もっ てい る こ とが 分 か っ た。 ま さに 「演 劇 」 を提 案 しや す い

結 果 が 得 られ たの であ る。担 任 が 自 ら提 案 す るこ とについ て は、実 行 委 員 や ク ラス文 化 祭 係

の生 徒 に事 前 に伝 えた上 で行 った 。提 案 に当 たって 、 「演 劇 」 は一 人一 人が確 実 に役 割 分 担

が で きて 、各 自が その役 割 を遂 行 して成功 を遂 げ られ る もの であ る ことを精 一 杯 強 調 した。

《ア ン ケ ー トの 質 問 項 目》

Q1中 学 の文 化 祭 は どん な だ っ た?(中 学 時代 を振 り返 って み る)

Q2高 校 で 初 め ての 文 化祭 を どん な もの に した い?(文 化祭 へ の抱 負 ・期 待)

Q3Q2の 回答 を達 成 す る た め に、 また3組 の企 画 を成 功 させ る た め に 、 どん な 努

力 が 必 要 か?(文 化祭 に 臨 む に 当た って の 自覚 、責 任 へ の 意識)

Q4や っ てみ た い企 画 は?(具 体 的 な企 画 案)
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《多 数あった回答 》

Q2み ん な で協 力 し、楽 くて思 い 出 に残 る文 化 祭 に したい 。

Q3一 人 一 人 が責 任 を もっ て努 力 して 、 団結 ・協 力 してが んば る。

(Q1、Q4の 回 答 は省 略)

(2)つ い に1年3組 の企 画 は 「演 劇 」 に決 定1あ とは前 進 あ るの み … …

企 画 の 決 定 に向 け て 、最 終 ア ンケ ー トを と った 。 そ の結 果 は 、次 の とお りで あ る。

Q.文 化 祭 に関 す る ク ラス メ ー トの考 えや ホ ー ム ル ー ム担 任 の 意 見 、提 案 を踏 まえて 、

1年 生の文化祭でやってみたい企画案 は?

演劇16人 パ ラパ ラ ダンス6人

なんで もいい3人 その他7人

心理 テス ト屋 さん3人

過 半 数 に届 い て い なか った が 、企 画 は 「演 劇 」 に決 定 した 。 そ して 、 合 い 言 葉 を 、 『自

分 の 役 割 に責 任 を も ち、 み ん な で協 力 し合 う文 化 祭 』 に決 定 した 。

(3)い よ い よ 「演劇 」 企画 の準 備 ス ター ト1ど うな る こ とや ら… …

どん な台 本 にす る か 、 どん な 役割 が 必 要 か 、練 習 や準 備 を どの よ うに進 め て い くか な ど

を 考 え て い く 「相 談 役 」 を募 集 した 。 その 結 果 、4人 の 「相 談役 」 が 決 まっ た 。早 速 、 こ

の4人 で 手 分 け を して 、 台 本選 び に は い っ た。 当初 の予 定 だ と、1学 期 中 に 台本 も役 割 分

担 も決 定 して お くは ず だ っ たが 、実 現 で きず に夏 休 み に 突 入 し、7月 下 旬 に台 本 が 『AL

oveStory～ あ る愛 の 物 語 ～ 』 に決 まっ た 。 同時 に係 り分 担(監 督 兼 演 出 、 キ ャ ス ト、

照 明 、音 響 、衣 装 メ イ ク、大 道 具 、小 道 具 、 プ ロ ン プ ター 、 ナ レー ター の9つ)と そ れ ぞ

れ の割 当 人 数 も決 ま った 。

(4)8月7日 、 急 き ょ決 ま った1年3組 集 合 の 日1さ て 、何 人集 まるの だ ろ うか1

突 然 相 談 役 の生 徒 か ら 「この ま まで は先 行 きが 不 安 。 キ ャス トの 中 に は 、セ リフ の 多 い

もの もあ る の で 、 そ れ だ け で も決 め てお い て 夏 休 み 中 に セ リ フ を覚 え た 方 が い い 。」 な ど

の意 見 が 出 て 、急 き ょ集合 す る こ とに な った 。 早 速 手分 け を して ク ラ ス メ ー トに電 話 連 絡

を した 。 そ して 、 当 日が や っ て きた。 な ん と、24人 が 出席 した 。 出席 者 に諮 っ た と こ ろ 、

全 員 出席 して い な い が や む を得 な い とい う判 断 の も とに 、 決 め られ る だ け決 め よ う とい う

こ とに な っ た 。監 督 兼演 出 、 キ ャ ス ト11人 中4人(無 事 セ リ フの 多 い もの は 決 ま っ た)、

ナ レー ター は比 較 的 簡単 に決 ま っ た。 あ とは 、2学 期 の始 業 式 に持 ち越 し、決 ま っ た キ ャ

ス トは 夏休 み の残 りを使 っ て各 自 セ リフ を覚 える こ とを確 認 して解 散 した。

(5)文 化 祭 の取 り組 み"セ カ ン ドス テ ー ジ"ス ター ト1キ ャス ト決 ま らず大 ピン チ1

始 業 式 の 日に 、 夏休 み 中 の決 定 事 項 を報 告 して 、残 りの分 担 を決定 した。その 後 、各 パ ー

トご と にス ケ ジ ュ ー ル表 を作 成 し、拡 大 した もの を教 室 の後 ろ の壁 に掲 示 して 、お 互 い の

進 み 具合 を確 認 しな が ら進 め て い くこ とに した 。 しか し、 ど う して もキ ャス ト5人 分 が 決

ま らな か っ た 。相 談 役 、監 督 、 キ ャス トで 悩 ん だ結 果 、物 語 の演 出上 省 い て も差 し支 え な

い セ リ フは すべ て省 き、 あ とは他 の キ ャス トにセ リ フを振 り分 け た。 そ して 、監 督 を 担 当

して い る生 徒 と担 任 もキ ャス トの一 員 に加 わ る こ とに な っ た … 。

(6)文 化 祭 本 番 直前 に迫 る1ク ラ ス総 動 員 で ラス トス パ ー ト1

キ ャ ス ト以外 は 、 ど この部 署 も動 きだ しが 遅 か っ たが 、 さす が に文 化 祭 が あ る週 に は み
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ん な力 が 入 り始 め 、前 日の準 備 日に は 、そ の盛 り上 が りもほ ぼ ピー ク に達 した。 か なづ ち

を た た く者 、ペ ンキ を塗 る者 、 買 い 出 しに走 る者 、み ん な大 忙 しで 、会 場 とな る剣 道 場 で

は 、 キ ャ ス トた ちが 真 剣 な眼 差 しで通 し練 習 に励 ん で い た 。 その傍 らで 、BGMを か け る

タイ ミングやスポ ッ トをあてるタイ ミングなど、音 響 係 や照 明係 との入 念 な打 合 せ も行 われ た。

こ う して 、前 日準 備 は無事 に終 了 し、あ とは本 番 を迎 え るだ け とな っ た 。 キ ャ ス トは 若

干 疲 れ が 出 て い る よ う だ った が 、 同時 にや る だ けの こ とは や っ た とい う充 実 感 もあ っ た。

(7)つ い に や っ て きた文 化 祭 当 日 その1(第1日 目 は校 内発 表)思 い切 ってや る だ け1

文 化 祭 本 番 の2日 間 は緊 張 感 を高 め たい とい うこ とで 、 キ ャス トは 自発 的 に早 朝 練 習 を

行 っ た 。 そ して 、文 化 祭 が 始 ま り、誰 もが 心 配 だ っ た こ とは 、観 客 が入 る か ど うかで あ っ

た 。本 番 を前 に キ ャ ス ト、ナ レー ター 、プ ロ ンプ ター、 音響 係 、照 明係 は緊 張 感 と観 客 の

心 配 が 入 り混 じっ た複 雑 な表情 だ っ た。 しか し、案 ず る こ とな く開演 寸 前 に は ほ ぼ満 員 と

な っ た 。 セ リフが す ぐに 出な か っ た り、 か ん で しま った りと細 か い ミス はあ っ た が大 成 功

に終 わ っ た 。

(8)文 化 祭 当 日 その2(第2日 目 は一 般 公 開)目 指 せ完 全 燃焼1悔 い を残 す な1

この 日 も同 じ く緊 張 感 が高 まっ て いい と言 っ て早 朝 練 習 を1回 した 。2日 目は一 般 公 開

だ っ たの で 、1日 目 と は違 っ た 緊張 感 が あ っ た 。 開演 直 前 には 、保 護 者 や 他 校 の 友 達 、 中

学 生 な ど で い っ ぱい に な っ

た。 演 技 も心 な しか 迫 力 が

増 し、細 か い ミスは あ っ た

もの の 大 成 功 に終 わ った 。

観 客 か らは連 日大 き な歓 声

と拍 手 をい た だい た 。 何 よ

り も終 わ った と きの達 成感 、

充 実 感 、感 動 にあ ふ れ た 表

情 は今 も全 員 の脳 裏 に焼 き

付 い て い る こ とだ ろ う。

写真は本番風景
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5結 果 と考 察 及 び反 省

文 化 祭 が 行 われ た 翌 週 の ロ ング ホ ーム ル ー ム の時 間 で 総括 を行 い 、文 化 祭 は ひ とまず 完 結

す る こ と に した。 そ の 内 容 は 、担 任 が 各 係へ の メ ッセ ー ジ を綴 っ た ホ ー ム ル ー ム通 信 を 基 に

感 想 を述 べ 、各 係 の チ ー フ も代 表 で一 言 ず つ 感想 を言 い、 最 後 に全 員 で副 担 任 の 先 生 に お 礼

を言 って 終 わ る とい う もの だ っ た 。突 然 、 そ こへ 思 わぬ 朗 報 が舞 い込 ん だ 。何 と1年3組 の

演 劇 が 「文 化 祭 大 賞 」 を受 賞 した の だ。 そ の 時 の生 徒 の 感 動 と喜 び は言 う まで もな い 。

担 任 が 途 中で キ ャス トに加 わ る事 態 に な って し まっ たが 、 副担 任 の協 力 を得 なが ら担 任 と

して で き る限 り全 般 にわ た っ て 目を配 る よ うに心 掛 け 、必 要 に応 じて ア ドバ イス を して きた 。

各 係 の チ ー フ は予 想 以 上 に リー ダー シ ップ を発揮 し、そ の 指揮 の も とに生 徒 一 人一 人が ホ ー

ム ル ーム の 仲 間 とか か わ る中 で 、 そ れ まで 以 上 に友 好 を深 め た こ と も多 くの感 想 文 か ら読 み
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取 れ る 。 そ の結 果 と して 、大 賞 を受 賞す る とい う感動 の 閉幕 とな った 。 しか し、一 方 で は 本

格 的 に活 動 した20日 余 り、 ほ とん ど参加 しなか った生 徒 もわず か なが らい た こ とが 、 と て も

残 念 で仕 方 が な い 。今 後 は 、是 非 と もそ の よ う な生徒 へ の適 切 な指 導 方 法 につ い て 時 間 を か

け な が ら学 ん で い きた い 。

6生 徒 の 感想 文 よ り

・ 大 賞 を とっ てみ ん なで 喜 び 合 っ た と き、劇 をや っ て本 当 に よか った と思 った 。

・ 終 わ っ た 瞬 間 み ん な もお 客 も笑 顔 だ っ た。 や れ ば で きる ん だ なあ 。 や って よか った 。

・ 裏 方 だ っ た け ど、本 番 をみ て 、物 語 の 内容 に も友 達 の演 技 に もあ ら ため て 感 動 した 。

・ 演 劇 を や っ た の は小 学 校 以 来 。練 習 が 楽 しか った し、達 成 感 を味 わ う こ とが で きた 。

・ 最 初 は嫌 だ っ た け ど終 わ って み た ら、や っ ぱ りや っ て よか っ た とつ くづ く思 った 。

・ み ん な で協 力 してす ごい もの が で きた
。

・ 疲 れ た け ど、 も う一 回

や りた い 。

・ 劇 が大 変 だ っ た分 友 達

の仲 が 深 まっ た 。

・ 多 くの 人 と話 せ る よ う

に な れ て よか っ た 。

・ 泣 い て くれ たお 客 さ ん

を見 て 感激 した 。

・ この 数 日 間 、 「み ん な

で や っ て い る ん だ な あ 。」

と実 感 した し、帰 りが 遅

くて も楽 しか っ た。

7最 後 に

今 回 ビデ オ の収 録 な ど副

担 任 に は 、 か な り協 力 して

い た だ い た 。 そ れ だ け の 協

力 が得 られ た の も、 こ れ ま

で連 絡 を密 に しなが ら、 連

携 を とっ て きた か らだ と い

え よ う。 文 化祭 の よ うな 大

行 事 に は副 担 任 との 協 力 体

制 が 必 要 不 可 欠 であ る こ と

を改 め て感 じた 。
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実 践 事 例2面 接 週 間 を活用 した遅 刻指 導

一遅 刻 に対 す る意 識 を高 め
、学 校 生 活 の適 応 を図 る指 導 の 工 夫一

1学 校 、生徒 の 実 態

B校 は創 立22年 の 学 校 で 、 生徒 の約6割 が 自転 車 通学 、約3割 が バ ス 通 学 で あ る。 この 状 況

か ら も天 候 や 交 通 事 情 に よ って登 校 に影 響 を来 す こ とが わ か るが 、そ れ に して も実 態 と して 遅

刻 や 欠 席 、早 退 な どを繰 り返 す生 徒 が多 い。 生 徒 自体 は とて も素 直 で あ どけ ない 者 が 多 く、 特

に反 抗 的 な態 度 を と る よ う な こ と も少 ない 。

対 象 とす る2学 年 の この ク ラス(在 籍29名)は ク ラス替 え に よ って 、 ホ ー ム ル ー ム 担 任(以

下 、「担 任 」 とす る)と クラ ス メ ー トが 変 わ り、新 た な気 持 ち と緊張 感 を もっ て ス ター トした 。

しか し、1か 月 もたつ と緊 張 感 も消 え 、遅 刻 や 欠 席 が 目立 つ よ うに な った 。 シ ョー トや ロ ン グ

の ホ ー ム ル ー ム の時 間 を通 して何 度 も注意 を促 したが生 徒 の意 識 はあ ま り変 わ らず 、 その 数 は

ます ます 増 え るば か りだ った 。実 態 と して、 概 ね ク ラス の①1/3は 遅 刻 ・欠席 が ほ と ん ど な

い 生 徒 、②1/3は 時 々遅 刻 ・欠席 の あ る生 徒 、③1/3は 毎 日の よ う に遅 刻 あ るい は欠 席 を

す る生 徒 と、 分 類 す る こ とが で きる 。担 任 と して は 、特 に③ に 当 た る生 徒 につ い て 、 この ま ま

で は進 級 や 卒 業 が 非 常 に厳 しい状 態 に な る と心 配 して い る 。

2指 導 のね らい

1学 期 は、遅刻や欠席 の多い生徒 に十分 な個別指導がで きず にいたため 、その改善が見 られ

なかった。2学 期 当初 には、1週 間の個人面接週間が設定 されていたので、それ をうま く活 用

して2学 期 か ら遅刻や欠席 に対する意識 を高め改善 を図ろ うと考 えた。特 に遅刻や欠席の あ る

2/3の 生徒 を重点 に面接 を し、改 善策 を話 し合い遅刻 や欠席 を減 らす ことで学校生活の適 応

を図るこ とを 目的 とした。

3取 組 み

(1)面 接週 間前 の取組み(9月1日 始業式後の ロングホームルーム活動)

① 意識調査 のア ンケー トを行った。

② 遅刻 に対 する考 え方 な どの話 を し、9月 は遅刻防止月間に しようと強調 した。

③ 個 人面接 の資料 として1学 期の学校生活 の取組みについての反省 と2学 期の 目標 につ い

て記 入 し提 出 させ た。

～面接 資料 の一部抜粋 ～

〈1学 期 の反省 〉

①100点 満点で採 点する と!学 期の充実度は何点?

② 自分 と して よ く頑張 った点は何 か

③ 自分 と してあま り頑張れ なか った点は何か

〈2学 期の 目標 〉

① 一番頑張 ろ うと思 うことは何 か

② まず9月 の1か 月間何か具体的な 目標 を立てて取 り組 もう

③ 目標が達成で きなかった ら何 か 自分にペ ナルテ ィーを科 そ う
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(2)面 接週 間の取組 み

① 特 に遅刻 や欠席 の多 い生徒 については早 く指導 し、遅刻の改善 を図ろ うと考 え、面接 の

順番 を優先 的に組 んだ。

② 面接資料 を基 に遅刻 の原 因について確 認 し合 い、どうした ら改善で きるか一緒 に話 し合 っ

た。その主な内容 は、起床時間 の設定、登校準備 にかか る時間の見積 も り、通学 方法 の見

直 し、友 人 との待 ち合 わせ による時間の遅れ、雨天 による通学所要時間の誤差 な どで あ っ

た。これ らに対 し、原因を自覚 し、改善の努力 をす る意識 を もたせ るように した。

③1週 間に何 回遅刻 しないで登校で きるか、実現可 能な 目標 を もたせ 、そ して毎 日自分で

出欠状 況 をチェ ックで きるよ うに 「個人出欠状況チェ ック表」 を作成 し、配布 した。また、

出欠状 況だけでな く授業 の欠時 も確認で きるように工夫 した。

〔資料① 〕

出欠状況チ ェ ック表(一 部抜粋)

2年3組 ○番 氏名 ○○ ○○

9月 SHR 1校 時 2校 時 3校 時 4校 時 5校 時 6校 時

11 月 0 0 英語 0 倫理 O 家庭 0 家庭 X 学系 0 学系

12 火 X 0 体育 0 英語 0 国語 0 化学 / 美術 / 美術

13 水 / / 数学 X 日史 0 学系 0 学系 0 HR

14 木 倫理 国語 体育 英語 学系 学系

*9/11遅 刻 しな い で登 校 、5時 問 目授 業 遅刻 あ り。

*9/12i時 間 目前 に遅 刻 登 校 、5時 間 目か ら早 退 。

*9/132時 間 目途 中 に登 校 。

(3)面 接 週 間後 の取 組 み

①1週 間単 位 で 目標 が 達 成 で き たか ど うか を確 認 し合 っ た。 目標 の 達 成 具 合 に よ って 誉 め

た り、励 ま した り声 掛 け を して 常 に意識 付 け させ る よ う に した 。

②1時 間 目の授 業 に 間 に合 えば 朝 の ホ ー ム ル ー ム は 出 な くて も良 い 、 とい う考 え の 生 徒 が

い る の で 、 日直 が 新 聞 記 事 や 雑 学 豆 知識 を読 む な ど朝 の ホ ー ム ル ー ム の 内 容 を工 夫 し、 充

実 を 図 っ た。

③11月8日 の ロ ング ホ ーム ル ー ム で 意識 調 査 の ア ンケ ー トを行 っ た 。

④11月8日 の ロ ング ホ ーム ル ー ム で2か 月 を振 り返 り、 目標 に対 す る 自己評 価 を行 った 。

4結 果 と考 察

(1)面 接 週 間 実 施 後 の 生 徒 の 遅刻 ・欠席 の状 況 を一 学 期 と比 べ る と以下 の よ うに な る 。

① 目標 に対 す る 自己 評 価 で 、 達 成 で きて い る と答 えた 生徒 は16人 中5人 。

② 担 任 か ら見 て 目標 を意識 して よ く努 力 してい た と評 価 で きる生 徒 は16人 中8人 。
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月

授業 日数

4月 5月 6月 9月 10月

16日 21日 24日 23日 23日

指導

対 象外

13人

遅 刻 ・欠 席 数 16日 19日 30日 35日 25日

遅 刻 欠 席 率i 7.7 7.0 9.6 11.7% 8.4%

指導

対象

16人

遅刻 ・欠席 数119日195日289日 199日 193日

遅 刻 欠 席 率46.5% 58.0 75.3% 54.1 52.4%

(遅 刻 回 数)+(欠 席 日数)
*(遅 刻 ・欠席 率)=×100

(授 業 日数)

*指 導 対 象 外13人 の4、5月 に入 院 に よ り12日 分 の 欠席 者 が1名 あ り。

*指 導 対 象16人 の10月 に入 院 に よ り12日 分 の 欠 席 者 が1名 あ り。

(2)遅 刻 が 改 善 され た生 徒 の例

指 導 対 象 生徒16人 中 、 担 任 の評 価 が 良 か った2人 につ い ての 指 導 は次 の とお りで あ る。

＼
月

授業日数

4月 5月 6月 9月 10月

16日 21日 24日 23日 23日

生徒A

遅刻 ・欠席数 5日 10日 19日 10日 12日

遅 刻 欠 席 率 31.3% 47.6 79.2 43.5 52.2%

登 校時、いつ も友達 と待合せ を しているため遅刻が多か った。そのため待合せ 時 間 を過

ぎた らお互い に先 に行 くように決めた ところ遅刻が改 善 された。そ して、時 間 ぎ りぎ りに

教室 に走 り込んで くる時は、「遅刻 じゃないで しょ」 と遅 刻 に対す る意識 を もった言 葉 が

出る ようになった。担任 と しては、その気持 ちだけで も嬉 しく感 じた。 しか し、10月 には

生徒 指導 部 による学校全体 の頭髪指導があ り、その指導 を受 けた生徒Aは 遅刻 に対 す る意

識 が低 下 していった。

生徒B

遅刻 ・欠席 数 10日 13日 23日 4日 2日

遅 刻 欠 席 率62.5% 61.9 95.8% 17.4% 8.7

1学 期 バス通学 をしていたが 、不定期 にな りがちなバ ス通学か ら自転車通学 に切 り替 え

た。 通学 時間が正確 になったことで遅刻が改善 された。更 に遅刻 を しな くなった ことで 、

雨天時 にはバ ス通学 を しているが 、余裕 を持って登校す る意識が身 に付いた。
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(3)考 察

遅 刻 ・欠 席 の推 移 か ら分 か る よ うに 、1学 期 は 月 を追 うご と に遅 刻 ・欠席 数が 増 えて い った。

2学 期 に 入 り、 遅刻 指 導 に取 り組 ん だ とこ ろ、9月 に は随 分 と改 善 す る こ とが で きた 。 個 別 に

声 掛 け を して 遅刻 に対 す る意 識 を常 に もた せ た り、具 体 的 に数 字 と して 出 欠状 況 を確 認 し合 っ

た こ とが 、 成果 と して現 れ た ので は ない か と考 え て い る。 しか し、10月 に 入 り、学 校 全 体 で 頭

髪 指 導 の 強 化 が あ り、生 徒 の意 識 に余 裕 が無 くな っ てい った 。 指 導 の重 点 ポ イ ン トが頭 髪 指 導

に と らわ れ 、遅 刻 の さ らな る改 善 向 上 を図 る こ とが で きなか った 。B校 の生徒 の 実態 か ら見 て、

生 徒 に対 して複 数 の要 求 は 、あ ま り良 い結 果 を得 られ ない の で は ない か 。

2学 期 の2か 月 間 を生 徒 に 自己 評 価 させ て み た とこ ろ、 低 く評 価 をつ け た生 徒 が 多 か っ た 。

これ は数 が 減 っ て も遅 刻 ・欠 席 率 が50%を 超 え てお り、 遅 刻 ・欠席 を して い る とい う実 感 の 強

い現 わ れ で 、生 徒 が 意 識 を して い る こ とが分 か る。 担 任 の 評価 が生 徒 の 自己評 価 よ り高 く な っ

て い るの は 、数 字 上 は満 足 で きな い が 、 内容 と して遅 刻 の 度合 い が 良 くな ってい るか らで あ り、

明 らか に1学 期 の 時 よ り早 く家 を出 る努 力 を してい る生徒 が増 え て い た 。

意 識 調 査 の ア ンケ ー トで 、 数 名 が9月1日 の 時 点 で 「ズ ル休 み を した い」、 「卒 業 で きな くて

もい い 」、 と答 え てい たが 、11月8日 の ア ンケ ー トで は 、「そ うは思 わ ない」 と答 え る ように なっ

て い た 。学 校 生 活 に 適応 して い る現 れ と も とれ る。 指導 対 象 に挙 げ た16人 す べ てが 期 待 通 りに

は い か な か っ た が 、生 徒 の実 態 を把 握 し、 強 制 で は な く、話 合 い の 中か ら的 確 な助 言 を行 う こ

とが 効 果 的 な こ とは確 か で あ る。 ま た、 教員 が忙 しさを理 由 に取 組 み を 中断 した り、 声 掛 け を

怠 っ た りす る と、す ぐに そ の結 果 が マ イナ ス とな っ て現 れ る こ と も見 逃 せ ない 。

人 との か か わ りを好 ま ない 生 徒 が 多 くなっ て い るが 、 自分 を認 め て も らい た い とい う気 持 ち

は 誰 もが もっ て い る はず で あ る。 具 体 的 な取 組 み を通 して 、個 別 対応 を根 気 よ く行 う こ とが 生

徒 指 導 に重 要 な こ と だ と言 え る。

監

_夢

、二 騙 一一 一

φ

一ボ

面接指導 を行 っている様子
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実践 事例3生 徒 の リーダーシ ップと集団の一 員と しての 自覚 を深 める指導の工夫

一2年 間 にわたる体育祭応援団の指導 を通 して一

1学 校 ・生徒 の実態

C校 は開校 か ら15年 とい う、歴史が浅 く、いわゆる"伝 統"と い うものが あま り存在 しない

中堅校 である。真面 目でお とな しい生徒 が多 く、集団の中にいて誰かが リー ダー として行 動 し

て くれるのを待 って、そ れに乗 っかってついて行 こうとい う生徒 がほ とん どである。

体育祭 に関 しては、開校以来、保健 ・体育科が 中心 とな り教員主導で運営 されて きた。い ろ

いろな場面 で教員が先頭 に立 って生徒 を指導 し、整然 と した体育祭が毎年 開催 されて きたが 、

生徒 の 自主性 とい う点で はい まひ とつ物足 りない面があった。

そのため か、応援団 について も開校10周 年 を過 ぎた ころか ら活動 に陰 りが見 え始 め、一 昨 年

は希望者が激減 したため、応援 団その ものが廃止 された。21ク ラス中17ク ラスで希望者が出ず、

じゃんけんで無理矢理決め ざるを得 ない とい う状態であった。

しか し、昨年 、校内の事情 によ り体育祭の開催 自体が危機 に瀕 した際 に、当時の3年 生 が 中

心 とな り、応援 団は復活 した。「体育祭がな くなるか もしれ ない!」 とい う危 機感 を感 じた こ

ともあって、応援 団が大活躍 し、体 育祭 はそれ まで にない"生 徒 の、生徒 による、生徒 の ため

の体育祭"と なった。

そ の中で も、以前 は教員が行っていた集合指導 、行進指導 を顧 問の助言 を適切 に受 け入れ、

応援 団が取 りしきり、定刻の10分 前 に全校生徒 を整然 と集合 させ てみせ たこ とは驚 きだった。

2指 導の ね らい

応援団顧問 として2年 続けて指導 するに当た り、昨年度 の自主的 な活動が3年 続 けば 、い わ

ゆ る"伝 統"と なると考 え、以下 のこ とを念頭 に指導 に当たるこ とと した。

① 生徒 に集 団を組織 し、何 かを成 し遂げ ることの意義 とその手法 を伝 え、彼 らの リー ダー

シ ップを育成す ること、そ して集 団の一員 と しての 自覚 を深め ることを 目指す。

② その ため最初か ら結論 を与 えるこ とはせず に、 まず は リー ダーの生徒 に考 えさせ 、そ の

あ と、タイ ミングを図 りなが ら助言 、動機付け を行 い、判断 させ る。

③ 生徒 の意織が、「体育祭 をな くしてはいけない。」 とい う危機感があ った昨年 ほ どは高 く

な らないこ とが予想 され るので、応援団全体への動機付 け も頻繁 に行 う。

なお、指導 の対象 となる応援 団の人数構成 は次の とお りである。

応援 団生徒(赤 団81名 青 団67名 黄団71名 合計219名)

3取 組 み

(1)3年 生 への 動機 付 け(6月 中旬)

何 とい っ て も団の 中心 と な って い くの は、 最 上 級生 の3年 生 で あ るの で 、応 援 団 員 の 希 望 生

徒 の 集 ま りを もち動 機 付 け を行 っ た 。 かつ て は 、 結 団式 の時 に い きな り応 援 団 の 生 徒 全 員 を集

め 、 そ こで 団長 を初 め と した総務 を 決 め てい た の だ が 、 団 に よ っ て は団 長 す ら決 定 で きず 、 と

う と うなす り合 い とな っ て しまい 、 期待 して団 員 とな っ た1、2年 生 を失 望 させ る こ と も少 な
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くなかった。そ こで昨年度 と同様 に3年 生の応援 団希望生徒 を集め 、 「去 年 と同 じ体育 祭 を今

年、来年 と続 ければC校 の伝統 となるので頑張ろ う。」 と激励 した。 また 、 すで に団 分 けは決

定 されていたので、① ある程度 、団長 などの役員案 を決 めてお くこと、② 全団員が勢ぞ ろいす

る結 団式 の進 め方 を計画 してお いた方がスムーズに活動 を開始で きる、 という2点 を助言 した。

一昨年 は希望者が いなか
った学年 なので、はた して何人集 まるか心配 したが、当 日は会場 のL

L教 室 に入 りきれない ぐらいの生徒(約100名)が 集 まった。希望 者 が ほ とん どお らず 、 じゃ

んけ んで無理矢理決 めていた数年前 とは隔世 の感があった。あ らためて昨年の応援団が残 した

功 績 を再認識 した。

(2)3年 生への具体的 な助言(6月 中旬)

この時点で3つ の団が それぞ れ70人 を超 資 料 ①

え る規 模 に な る こ とが 予 想 され た 。(昨 年

度 は3団 合 わせ て 約90人 で あ っ た 。)こ れ

ほ どの 規 模 の 集 団 を機 能 させ 、 一 つ の こ と

を成 し遂 げ る に は 、組 織 が しっか り と して

い ない こ とに は不 可 能 で あ る と考 え 、3年

生 の 希 望 者 を再 び集 め 、 どの よ う に した ら

集 団 を機 能 させ る こ とが で きるか 、組 織 の

構 成 の 仕 方 、 ま た1・2年 生 を どの よ う に

勧 誘 した らよい か な どの 助 言 を行 った 。

(資 料 ①)

この 資 料 をす ぐに配 布 す るの で は な く、

「まず 何 を した らい い?」 と い っ た よ う な

ど の よ う に 応 援 団(組 織)を 運 営 す る か

2000.b

50～6D人 か らなる組織 を機能 させて何か を成 し遂 げるには、①ちゃん とした組織

を作 る.② ちゃん とした活n,e十 画を立てる。③前 もって周到 な準備 、打ち合わせ をす る

以 上三点 が重要であ る。

この応擾団 の活動を通 して全員 が陰 リーダー シップ9の と7方 を経験 しよう 婁

★組畿 をど う作るか

① まず3年 生の団員 を確 定してその中で総務(中 心 となる人間)を 決める

②その メンバーで組織の構 成を考える

(∵ 藩 柵
・年一・L-

*必 要 に応 じて 係 り を作 り 責任 者 を 決 め る 。 例)ダ ン ス .パ ネル 、 衣 装 な ど

*こ の 際.男 女 比 、 学 年 、 ク ラ ス の バ ラ ン ス を 考 慮 す3の が 大s「

③1、2年 生 の 団 員 を どの よ う に勧 誘 した ら い い か を3年 生 の総 務 で 検 討 す る 。

例)昼 休 み.放 課 後 に 各 ホー ム ル ー ム を 回 っ て 訴 え る.ビ ラ 、 ポ ス ター の 作 成 な ど

*必 ず 総 顧 問 、 該 当 ク ラ ス の 担任 と 連 絡 を とっ て 行 う こ と

④ 上 記 ③ が 固 ま っ た 段 階 で3年 生 の 団 員 を 集 め 、 説 明 、 日程 、役 割 分 担 を 決 め る。

・団 員 に な っ て くれ る生 徒 の 氏 名 の 把 握 一・ 応 援 団 員 が確 定

こ こ ま で が ち ゃ ん とで きれ ば 応 蟹 団 は 必 ず 楯 能 す る!

問 い 掛 け を して 、 まず は生 徒 に考 え させ て か ら ヒ ン トを与 え 、最 終 的 に配 布 し、助 言 した。

(3)結 団 式(6月 末)に お いて の 動機 付 け

C校 の 結 団 式 は 、応 援 団 員 が 初 め て 一 堂 に 会 し、 団長 を初 め と した役 員 を決 め 、9月 中 旬 の

体 育 祭 本 番 まで の 活 動 の ス ター トと な る もの で あ る 。 こ の時 は、 団 長 候 補 者 の 生 徒 な ど 、数 名

が 整 列 指 導 な どで 奮 闘 して い た が 、 他 の3年 生 の ほ とん ど は関 係 ない 顔 を して"外 野"に い た。

顧 問 と して 、 「リー ダー だ けが"内 野"で 頑 張 って い る よ うで は 、組 織 は機 能 しな い 。」 と苦 言

を呈 し、1・2年 生 に今 年 の 応援 団 の責 任 の重 大 さ を話 し、 自覚 を求 め た 。

(4)夏 休 み 中 の 助 言(7月 中 旬 か ら8月 末)

9月 中旬 が 体 育 祭 で あ るた め 、 各 団 と も、パ ネ ル作 成 、 演技 内容 の 決定 な どの ほ とん ど を 夏

休 み 中 に行 う こ と に な る。 活 動 計 画 の作 り方 、1・2年 生 へ の指 導 の 仕方 、 時 間 の効 果 的 な 使

い 方 な ど を、 まず 各 団 の リー ダー に 考 え させ て か ら助 言 をす る こ とに した 。 また応 援 団員 全 員

を2度 にわ た って 集 め 、 施 設 の 利用 、使 用 後 の片 付 け な ど、 昨年 度 の応 援 団 の意 識 の 高 さ な ど

を紹 介 し、 良 い 伝 統 を守 って い こ う とい う呼 び掛 け を行 った 。

(5)開 会 式 の整 列 指 導 ・入場 行進 へ の助 言(体 育 祭 予 行 の2日 前)

昨 年 同 様 に応 援 団 が 機 能 して 、 開会 式 を ス ム ーズ に時 間厳 守 で 行 う こ とが体 育 祭 の 成功 に つ

な が るだ け に、 リー ダー に どの よ うに した ら全 校 生徒 を整 然 と動 か す こ とが で きる か の 問 い 掛
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けを行 った。昨年の経験 を憶 えている生徒 もお り、以下の ことを確認 した。

① 一般生徒 に対 して、各団で予行 の前 日・本番 の前 資 料 ②

日に 、通 常 よ り早 く登 校 して くれ る こ と を呼 び 掛 け

るQ

② 一 般 生 徒 が 登 校 ・更 衣 ・集 合 を迅速 にで きる よ う

に 、 当 日の役 割 分 担 、 配 置 を細 か く割 り当 て 、 打 合

せ を綿 密 に行 う。

そ の結 果 、す べ て の 団 が 資 料② の よう な細 か い 役

割 分 担 を作 成 して、 予 行 ・本 番 に臨 ん だ 。〈資 料②)

(5)予 行 終 了 後 の助 言

予 行 は 、雨 天 の た め体 育 館 で 行 わ れ た 。集 合 させ る場

所 等 が変 わ り、 入場 行 進 の 練 習 が で きな か っ たが 、 応 援

団 の生 徒 は まず まず 機 能 して い た 。終 了後 、応援 団 員 を

残 し、顧 問 と して気 付 い た こ と を コメ ン トして激励 した。

(6)体 育 祭 当 日

前 日の 雨 の ため グ ラ ウ ン ドの状 態 が悪 く、開 始 時 刻 を

1時 間遅 らせ て 開始 した 。 た だ、 開始 時刻 の午 前10時 が

決 定 し、 応 援 団 に告 げ られ た の は 、 わ ず か その10分 前 で

あ っ た。 しか し、各 団 と も打 合 せ を綿 密 にや って い た た

体 育 鰯 予 行 ・本 轡 の 係 り 分 担

9月11日 〔月1
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全 員 で 協 力 し て 呼 び か け ま し ー う!

儀 捷 の 手 で 体 曹 衆 を 成 功 さ せ 塞 し ょ う

が ん ば ろ うr膏 団1
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励まし合い・・カホンを片手にそれぞれの持ち場に散つ灘 鐸 難 轡1馨

ていった。そ して10分 後、全校生徒 の集合 は完了 し、 団

長代表の 「昨年 と同 じぐらい素晴 ら しい体育祭 に しよう!」 とい う呼び掛 けに拍手が起 こ り、

定刻通 り入場行進が始 まった。

そのあ とは応援 団が招集係 をサポー トしたこともあ り、スムーズに流 れ、彼 らが創意工 夫 し

て制作 したパ ネルが見守 る中、10分 間の応援合戦 を含め全 プログラムを予定通 りに(1時 問遅

れて開会 したに もかかわ らず)終 了する ことがで きた。

4結 果 と考 察

(1)生 徒 の ア ンケ ー トよ り(対 象 応 援 団員156人 回 収 率71パ ーセ ン ト)

Q1.あ な た は なぜ 応 援 団活 動 に参 加 した ので す か?

① 自分 か ら希望 して59%② 友 人 、先 輩 か らの 誘 い で33%③ 嫌 だ った け ど しか た

な く4%④ そ の他4%

Q2.2年 続 け て応 援 団 に参 加 して み て どの よう に思 い ま したか?(解 答者40人)

① さ らに 楽 しか っ た58%② 昨 年 と同様 に楽 しか っ た20%③ まあ まあ18%

④ 期 待 は ず れ だ っ た4%
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Q3.今 年 、初 め て応 援 団 に参 加 して み て どの よ うに 思 い ま した か?(解 答 者116人)

① とて も楽 しか っ た58%② 楽 しか っ た32%③ まあ まあ7%

④ 楽 し くな か っ た3%

Q4.来 年 の応 援 団 をや りたい と思 い ます か?(1、2年 生 対 象 解 答 者116人)

① や りた い71%② や りた くな い1%③ わ か らな い28%

Q5.応 援 団が 指 導 しての 定刻 通 りの 開会 、 閉会 を実現 させ た のは何 だ った と思 い ます か?

次 の 中か ら運 ん で くだ さい 。(複 数 回 答 可)

① 全 校 生 徒 の協 力74%② 応 援 団 の ま とま り57%③C校 生 の ま じめ さ19%

④ リー ダ ーの 適 切 な 指示42%⑤ 応 援 団 総務 の適 切 な計 画28%

Q6.応 援 団 の 活動 で 身 に付 け られ た もの が あ る とす れ ば そ れ は何 で す か?次 の 中 か ら選

ん で くだ さい 。(複 数 回 答 可)

① 協 調性50%② 社 交性32%③ 度胸27%④ リ ー ダー性35%

⑤ 忍 耐 力20%⑥ 計 画 性18%⑦ 責任 感31%⑧ 団 結 力64%

Q7.今 年 の応 援 団活 動 を振 り返 っ てみ て 、 感想 、 も し くは来 年 度へ 向 け て の ア ドバ イ ス

が あ っ た らお 願 い し ます 。

・3年 生 が しっか り と自分 が や る こ と を把 握 して下 級 生 に きち ん と指 示 で きれ ば
、 団 が

ま と まる ので 、3年 生 が きち ん と リー ダー シ ップ を と る こ とが大 切 だ と思 う。

・団 長 一 人 に責 任 を持 た せ て は ダ メ
。大 人数 を動 か す と きに は 、 そ れぞ れ に責 任 を 分 担

した方 が よい 。

・人 数 が 多 くて ま と ま るか わ か らな か っ た け ど
、先 輩 た ちが 先 頭 に た っ てが んば っ て く

れ た の で よか っ た で す 。

・これ か ら も続 け て ほ しい 。体 育 祭 に な くて は な らな い もの 。応 援 団 が ない と盛 り上 が

りに欠 け る 。今 まで以 上 に 人 が好 きに な りま した。

(2)2年 間 の指 導 を終 えて

前 述 した とお り、 一昨 年 は希 望 者 が 集 ま らず廃 止 され た応 援 団が 、昨 年 の復 活 を最 初の ス テ ッ

プ と して 、体 育 祭 を実 施 す る上 で 必 要 不 可 欠 な 要 因 とな った こ とが 、団員 対象 に行 った ア ンケー

トか ら うかが い知 る こ とが で きる。 特 に3年 生 は 、1年 次 に は応援 団 の希 望 者 が ほ とん どお ら

ず 、 応 援 団 そ の もの が 廃 止 され 、2年 次 に は1学 年上 の 先輩 たち の指 導 の もと大 い に盛 り上 が っ

た体 育 祭 を経 験 し、 そ して 今 度 は 自分 た ちが 最 高 学 年 と して迎 え た体 育 祭 で あ っ た 。彼 らの 集

団 の 一 員 と しての 意 識 が 、 立 場 と環境 の 変化 に伴 って 多 少 な りと も深 ま っ た と考 え られ る の で

は ない か。

た だ ・人 数 が 急 増 した こ と もあ り、活 動 計 画 の 立 て方 な ど細 か く助 言 したつ も りであ っ たが 、

団 に よ って は う ま く機 能 せ ず 、混 乱 が 生 じた こ と もあ っ た り した。 ま た、 リー ダー シ ップ を 振

る う こ と に慣 れ て い ない こ とか ら、人 間 関 係 に悩 ん だ生 徒 も少 な くな か った 。今 後 、 更 に適 切

な助 言 、動 機付 け を 行 う力 が 教 員 に求 め られ て い る。

最 後 に、 生徒 が この応 援 団の 活 動 を通 して 集 団の 一 員 と して の 自覚 を更 に深 め 、 リー ダ ー と

して の 経験 を積 み ・ この体 育 祭 を"伝 統"と して定 着 させ る こ とを期 待 して い る 。
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実践 事例4連 続 した学校行事 を活用 し、集 団の一員 と しての 自覚 を深 める指導

各 行事 のつながりを大切 にするホームルーム指導一

1生 徒 の 実態

D校 は今 年 で創 立60周 年 を迎 え る工 業 高校 で 、 こ こ数 年 学 習面 、生 活 面 な ど学 校 全 体 の 雰 囲

気 が か な り改 善 され て きて い る 。本 ホー ム ル ー ム は、 都 立 工 業高 校 で も数 少 ない 科 で あ り、 ほ

とん どの生 徒 が は っ き りと した 目的 を もっ て 入学 して きて い る。1年 生 と して新 た に入 学 し た

緊張 感 もあ っ て 、1学 期 の 出席 状 況 は とて も良 か っ た。 学 習 面 で もほ とん どの生 徒 が 良好 な 成

績 を取 って い た 。2学 期 に な っ て 、何 人 か の 生徒 に 、夏 休 み 中 の生 活習 慣 が な か な か なお ら な

い 、 学 校 に慣 れ た な どの理 由 か ら、遅 刻 が 増 えた り、提 出物 の提 出状 況 が悪 くな る な ど、 学 校

生 活 全 般 で 気 が緩 ん で い る状 況 が見 られ る。 しか し、全 体 と して は1学 期 同様 、 充実 した 学 校

生 活 を送 って い る 。

ホ ー ム ル ー ム と して取 り組 む学 校 行 事 は 、1学 期 は5月 末 に行 った ス ポ ー ツ大 会(1日 で 学

年 別 にバ レー ボ ー ル ・ミニ サ ッカ ー ・ドッヂ ボー ル の3競 技 を行 った)だ け で あ っ た 。 そ の た

め 、 席 が 近 い 生徒 、 出席 番 号 が 近 く実 習 な どで 一緒 に な る生 徒 な ど、 一 部 で 仲 が 良 い 生徒 や 新

しい 友 達 もで きた が 、 ホ ー ム ル ー ム全 体 で 一 つ に ま と まっ て行 う機 会 が これ まで なか った 。2

学 期 が 始 ま る に 当た って 、 行事 が 多 く予 定 さ れて い る た め 、担 任 と して は、 全 員 で 協 力 す る こ

とが で きる か どうか 、 とて も心 配 で あ っ た。

2指 導 のね らい

D校 では、2学 期 には学校行事が多数予定 されている(次 頁参照)。 しか も、 すべ て の行 事

を 「行事週 間」 のように短期 にまとめて集 中 して行 うのではな く、各行事の間に期間をおいて、

それぞれに向けて準備がで きるように設定 されてい る。そ こで、 ここでは次 に挙 げる ようなね

らい をもって行事 に取 り組 むことと した。

(1)教 員 の指 示 に従 っ て行 動 す る、 あ る い は指 示 が なけ れ ば動 け な い とい う状 況 で はな く、

生 徒 が 積極 的 に 、 自主 的 に各 行 事 に参加 し、 自分 た ちの 手 で作 り上 げ た とい う成就 感 、

達 成 感 が 感 じられ る よ うに取 り組 む 。

(2)連 続 して 行 わ れ る各行 事 後 に反 省 を行 う。 そ して 、 それ ぞ れ の 良 い 点 は継 続 し、 悪 い

点 は反 省 して改 善 す る よ う努 め 、次 の 行 事 に生 かす よ う配 慮 す るな ど、 各行 事 の つ な が

りを大 切 にす る。

(3)学 校 行 事 を通 して ホ ー ム ル ー ム 内の 友 人 関 係 を広 め る 、あ るい は 深 め る。 また 、1年

生 の 他 の ホ ーム ル ー ムの生 徒 や2・3年 の 上 級生 、多 くの教 職 員 な ど との 交流 を広 め 、

深 め る 。

(4)日 常 の授 業 の 成 果 や 、 自分 の持 て る力 が 発揮 で きる よ う、各 自が 真 剣 に、 か つ 全 力 を

出 し きる よ うに取 り組 む。
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2学 期 に行 う学校行事の予定

① 水泳大会

9/11(月)に 予 定 され て い た が 、雨 天 の ため12日(火)に 延 期 して 実 施 。 各 学 年 ご

とに 、全 員 が プ ー ルサ イ ドに集 合 し、授 業2時 間 分 の 時 間 で 、個 人種 目や リ レー な ど を

行 う 。個 人 表 彰 とホ ーム ル ー ム 表 影 が あ る 。

② 体 育 祭

10/4(水)1年 生 は 学 年 全 体 で組 体 操 を行 う。9/20(水)か ら臨時 時 間割 とな り、

組 体 操 の 練 習 の 時 間 が 毎 日2時 間 ずつ 確 保 され る。

③ 文 化 祭

11/4・5(土 ・日)初 日の 午前 中 は各 団体 の 準 備 と開 祭 式 。 初 日の 午後 と2日 目 は

一 般 公 開
。

④ マ ラ ソ ン大 会

11/24(金)多 摩 川河 川敷 を約9km走 る。 各 自の タ イム ・着 順 な ど を競 う個 人 的 な

面 と、 タ イム をホ ー ム ル ー ム全 体 で合 計 し、合 計 タ イム が 速 い順 に 表彰 す る集 団 的 な 面

が あ る 。

※なお、今 回は上記④ のマ ラソン大会 につ いては研 究の対象か ら外 す。

3各 行事 に 向 けた取 組 み

(1)水 泳 大 会

選 手 の 決定 は 、生 徒 の希 望 を取 り入 れ なが ら、 体 育 の授 業 で測 定 した タイ ム を参 考 に して

決 定 した 。 出場 選手 とホ ー ム ル ー ム の在 籍 数 の 関 係 で 、1人1種 目 しか 出場 で きな い の で 、

リ レー選 手 を優 先 して決 め た 。一 部 の 水 泳 が 得 意 な生 徒 だ けが 出場 す る の で は な く、全 員 で

参 加 し、 なお か つ 、 な るべ く良 い成 績 が 取 れ る よ うに 配慮 した 。 ま た 、1年 生 に と っ て は 初

め て の大 会 で あ る た め 、大 会 の ル ー ルや 運 営 、 雰 囲気 な どにつ い て説 明 した り、体 育 の授 業

で は 、模 擬 レー ス を行 うな ど、生 徒 の 意 識 高揚 に努 め た 。 また 、 当 日体 調 不 良 の た め競 技 に

参 加 で きな い生 徒2名 を 「応 援 団 長 」 に指 名 し、競 技 中 の生 徒 を応 援 す る こ とと雰 囲気 を盛

り上 げ る よ う働 きか け た。

大 会 当 日は、 事 前 に指 名 した応 援 団 長2

名 は 、あ ま り声 を 出す こ とが で きず 、 ホ ー

ム ル ー ム全 体 と して 組 織 だ った 応援 は で き

な か っ た。それ で も各 個 人で は、声 援 を送 っ

て い る生 徒 が 多 か った 。 各 生徒 が そ れ ぞ れ

持 って い る力 を最 大 限 に発揮 す る こ とが で

き、 ホ ーム ル ー ム全 体 の 総 合 得 点 は 、1年

生 で2位 に な る こ とが で きた 。体 育 の授 業

で 測 定 した タ イム を参 考 に す る と、2位 に

な れ た の は大 健 闘 で あ っ た とい え る 。
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(2)体 育祭

選 手 の 決定 は水 泳大 会 同様 、4月 に体育 の授 業 で 測 定 した ス ポ ー ッ テ ス トの 結 果 を参 考 し

て 決 定 した 。 また 、例 年1年 生 は組 体操 を行 っ てお り、 体 育祭 前 の お よそ2週 間 ほ ど臨 時 時

間割 と な り、 毎 日2時 間 ずつ 練 習 した。 組 体操 の練 習 が 始 ま った 当初 は 、昨 年 と比 較 す る と

見 劣 りす る部 分 が 目立 った が 、繰 り返 し練 習 す る ことに よって、 日を追 うご とに上達 してい っ

た。 本 番 で は、 多 くの 生徒 が技 を完 成 させ 、 満足 感 、達 成 感 で 喜 ん で い る 表情 を して い た ・

ま た 、 そ れぞ れ の 技 の 完 成 だ け で な く、入 場 か ら退場 まで 、一 つ 一 つ の 動作 ・姿 勢 ・移 動 の

速 さな どに も注 意 を与 え た。 そ こか ら発 展 させ て 、 人 の話 を 聞 く際 の 態 度 ・姿 勢 な ど も指 導

し、集 団 と して 、あ る い は1学 年 と して の意 識 を高 め る よ うに配 慮 した。
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技 の結 果は・学年 別に行 われる個人種 目及 簸

び集 団種 目は・2位 や3位 が多か ったが・ 欝

lll三灘 璽1欝 鯵蓼義
も ミし な し　 ,,ヒ

1灘灘 灘ll∴三讐く～く

竃
攣

妻

轟
繍

ー

羅

勿鰻
ダ

臨

ド
《

〆卿

悔

ぜ

協

(3)文 化 祭

本 ホ ー ム ル ー ム は、 文 化 祭 に向 け て 、1学 期 に食 品関係 の企画 を希望 したが 、D校 は設 備 ・

施 設 の 関 係 で 食 品 団 体 の 数 を制 限 して い る 。委 員 会 に よる 選 考 の結 果 、希 望 した企 画 が 通 ら

な か っ た 。 その ため 夏 休 み 中の宿 題 と して 、企 画 を考 え、 注 意 点 な ど も加 え た レポ ー トを作

成 す る課 題 を与 え た。 提 出 され た 企 画書 を参 考 に 、 ロ ン グホ ー ム ル ー ム の 時 間 に話 し合 っ た

結 果 、 「ホ ー ム ラ ン競 争 」 が選 ば れ た。 この 企 画 は 、バ ッテ ィ ン グ セ ン ター の よ う に投 げ ら

れ た ボ ー ル をお 客 さんが バ ッ トで 打 つ 。 ホ ー ム ル ーム の 生徒 は ピ ッチ ャー と球 拾 い な どの 仕

事 をす る とい う内容 で あ る 。

担 任 と して 、 本校 の広 い グ ラ ン ドを最 大 限 に生 か して、 楽 しい 企 画 とな る よ うに 、 ル ー ル

の 設 定 、 安 全 面へ の配 慮 、物 品の 借 用 、 生徒 の 役割 分 担 な ど を生徒 の 力 で 決 定 して くれ る こ

と を期 待 して い た 。 な るべ く担 任 は 口 を出 さず 、生 徒 が 自 ら考 え、 自 ら行 動 で き る よ う に 助

言 を与 え る程 度 に と どめ た 。 しか し、 当 日まで に 短縮 授 業 な ど に よ って 、 文 化 祭 の 準 備 に 与

え られ た 時 間 を有 効 に使 う こ とは で きなか った 。 中心 とな るべ き文 化 祭 委 員3名 の 中で も な

か なか 意 見 を ま とめ る こ とが で きな か っ た。 さ ら に、 委員3人 で決 め た こ とを他 の 生 徒 に 十

分 伝 え る こ とが で きず 、 他 の 多 くの生 徒 は何 を した ら よい の か 、 どの よ うにす べ きなの か 具

体 的 に わか ら ない 状 況 で あ った 。 そ の た め 、事 前 に十 分 な準 備 をす る こ とが で きず 、 当 日 を

迎 え て しま っ た 。

前 日 まで の準 備 が 十 分 にで きなか っ た の で 、始 ま って す ぐに は そ れ ぞ れ の係 の仕 事 が う ま
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く機 能 しなか った 。 そ こで担 任 が 係 分 担 や 仕事 の確 認 、時 間 を勘 違 い して い る 生徒 へ の 連 絡

な ど を行 った 。 す る と全 体 が ス ム ー ズ に働 くよ うに な っ た。 初 日が 終 わ った 時 点 で 、 ホ ー ム

ル ー ム の 生徒 全 員 が 集合 し、 本 日の反 省 を行 った とこ ろ 、建 設 的 で 有 意 義 な意 見 が 多 数 出 て

きた 。 そ れ ら を参 考 に 細 か い 点 を改 良 し、 翌 日は さ らに よい 企 画 と な る よ う に努 力 して ほ し

い と生徒 に話 を した 。2日 目は 、 な るべ く担 任 が 出 て い か ない で 、生 徒 が 自分 た ちの 力 で 実

施 す る こ と を期待 して い た 。生 徒 は 、朝 か ら各 自が そ れぞ れの 仕 事 を して準備 に取 り組 ん だ。

始 まっ て か ら も前 日の経 験 を生 か して 動 い た の で 、全 体 的 に前 日よ り も円 滑 に進 行 す る こ と

が で きた 。残 念 なが ら、一 部 の生 徒 が 係 の 仕事 を さぼ る 、お 客 さ んが 予想 以 上 に来 て し ま っ

て 、 お客 さん の待 ち 時 間が 長 くな って しま った 、 な どの い くつ か の 不 都合 な点 が あ った が 、

全 体 的 に は生 徒 が互 い に協 力 して頑 張 って い た 。

4今 回 の反 省 と今 後 の課 題

(1)今 回 の 反 省

今 回 の一 連 の行 事 を通 して 、担 任 と して 次 の よ うに考 え た。 生 徒 の 特技 ・特 徴 ・性 格 な ど

を十 分 に理 解 で きて い な か っ た ため 、 生 徒 の や る気 ・特 性 な ど を生 か した 役 割 分担 や係 の 仕

事 内容 な どで 、 配慮 す る こ とが 十 分 で き なか った 。 「この 生徒 は こん な一 面 が あ っ たの か 。」

とか 「あ の生 徒 は 、地 味 な こ とや 人 の 嫌 が る こ とを 、最 後 まで や り遂 げ る の だ な 。」 な ど と

い う新 しい発 見 が各 種 の行 事 を行 う たび にあ っ た 。

また 、行 事 前 の担 任 の対 応 に も反 省 す べ き点 が あ っ た。 前 述 の よ う に、 す べ て担 任 が 指 示

して は い け な い と思 っ てい た し、 生徒 は 指 示 が な くて も、行 事 の 準 備 な どが 自主 的 に で き る

もの と思 い込 ん で い た 。 しか し、現 実 に は生徒 だ け の力 で 全 体 を ま とめ て い くこ とに は 多 少

不 満 が 残 っ た り、 うま くい か ない 場 面 が あ った 。 ま だ力 不 足 で あ っ た り、 そ の よ うな経 験 が

足 りな か っ た た め と思 われ る。 ホ ーム ル ー ム の生 徒 の大 多 数 は真 面 目で 、 人 の話 を聞 い て 理

解 し、や ろ う とす る姿 勢 が あ るの で 、 動 機 付 け や ム ー ドづ く り、 指 導 ・助 言 の 方 法 な ど を 工

夫 す れ ば もっ と良 い結 果 が 得 られ た はず で あ っ た 。

(2)今 後 の 課 題

水 泳 大 会 で は 、全 体 の 応 援 が う ま くい か なか っ た 。文 化 祭 で は 、 文 化祭 委 員3人 で話 し合

い 、そ の 結 果 を ホ ー ム ルー ム全 員 に連 絡 し徹 底 させ る こ とが で き なか っ た 。 こ の2点 に 見 ら

れ る よ う に、 数 名 の 限 られ た人 数 が全 体 を指 示 し、方 向 付 け を して い くこ とに は 、今 年 の 時

点 で は ま だ力 不 足 で あ った 。 た だ し、彼 らは や る気 や 能 力 が な い の で は な く、 た だ そ の よ う

な経 験 が 足 りなか った だ け で あ る と考 え て い る。 そ こで 、 次 の 機会 か らは 、 各班 長 や係 の 責

任 者 な ど、 ホ ー ム ルー ム 内 の小 集 団 の代 表 者 を交 えて 、 中心 とな っ て働 きか け る生 徒 の 数 を

増 や して み た い と考 えて い る。幸 い 、 ホ ー ム ル ーム 内 には真 面 目な生 徒 が 多 く、 かつ 目立 た

ない 場 面 で も 、 自分 の 仕 事 を確 実 に や ろ う とす る姿 勢 ・態 度 が きち ん と して い る生 徒 が 多 い

の で 、来 年 度 は よ りよい 学 校 行事 にす る こ とが で き る と確 信 して い る 。今 年 度 の経 験 を生 か

し、様 々 な場 面 で 各 生徒 が 成 長 し、 そ の持 て る力 を発揮 して くれ る よ う期待 して いる。 また 、

担 任 と して もそ の 力 を引 き出す よ う更 に指 導 法 の 工 夫 を して い きた い。
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IVま とめ

1ま とめ

本年度の特 別活動部会 では、研究 を進 める に当た って、 勤務校 におけ る生 徒 の実態 と教員

(学 校)の 状況 を出 し合い、生徒 の適応 に関す る課題、人間関係 の希 薄 さに起 因す る課 題 、教

員の指導 体制 に関する課題 を まとめ た。そ して、適応 に関す る先行研 究を踏 まえ、本部会 の仮

説 を立てて研 究 を進めた。

(1)教 員 が意図的 ・計画 的に指導す ることによ り、生徒相互が集団内でのそれぞれの位 置付

け を確認 す ることがで きる。

② 生徒 一人一人が明確 な役割分担 を もち、成果 をあげることで集団の一員 と しての 自覚 を

深め ることがで きる。

(3)学 校生活の充実 と向上 に関する生徒の 自覚が深 まれば、不登校や遅刻問題での指導効 果

が現れ る。

とい う観点か ら、以下の4つ の実践 を行 い、検証 を試みた。

A校 ホームルーム活動 を通 じての文化祭演劇企画へ の取組 み

B校 面接週 間を利用 した遅刻指導

C校 体育祭 に向けた応援 団指導

D校 各行事 のつ なが りを大切 に したホームルーム指導

なお、A・B・Dの3校 に関 しては、生徒 の 「学校生活への適応」 と 「集 団の一員 と して

の 自覚」に関す る事前 ・事 後の意識調査 を行 った。

実践の結 果、A校 では、生徒 の人間関係が広がる とともに、文化祭大 賞 を獲得す るな ど、

達成感(満 足 感)を 味わ うことがで き、ホームルームへの所属感が高 まった。B校 で は、 個

別指導 として面接 指導 を行い、担任 と生徒の関係が深 ま り、自己の 目標を立てたことにより、

生徒 自身に自覚が芽生 え、遅刻指導に一定の成果 を得た。C校 で は、教員の適切 な指導 ・助

言 に より、上級生が リーダーシ ップを発揮 し、体育祭の成功 を収 めた結果、来年度への抱 負

を語 る生徒が 出るな ど学校への帰属意識 が深 まった。D校 では、各行事のつなが りを通 して、

教員 の生徒理解 が深 まる とともに、生徒相互の人間関係が深 まった。

しか し、こ うした実践 を行 った後の意識調査では、予想に反 した結果 となった。

2今 後 の 課題

今 年 度 の 実践 は 、 必 ず しも成 功 した事 例 で は な い。 短 期 間 で生 徒 の意 識 を変 革 させ よ う と し

た こ と に多 少 無 理 が あ った 。今 後 、以 下 の 観 点 に立 ち、 継 続 して研 究 を進 め て い きた い 。

(1)生 徒 の 意 識 の 変 化 をア ンケ ー トに よ って 実証 す る方 法 につ い て研 究 す る必 要 が あ る。

(2)生 徒 に 「動 機 付 け」 を した り、 目的 意 識 を もたせ る ため に は、 意 図 的 ・計 画 的 に指 導 を

行 う こ とが 必 要 で あ る。

(3)生 徒 の 人 間 関 係 を広 げ、 学 校 生活 へ の 適 応 を図 っ て行 くため に は、 教 員 の 生 徒 理 解 を よ

り一 層 深 め る こ とが 必 要 で あ る。

(4)特 別活 動 の様 々 な実 践 を行 う に当 た っ て は、 教員 間 の共 通 の課 題 意 識 と、 組 織 的 な取 組

み が必 要 で あ る 。
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